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山梨サイクルネット構想（富士北麓地域）の目的、策定について

○多くの観光資源を持つ富士山周辺にて「自転車による周遊観光を促す環境づくり、新たな観光スタイルの創出」を行
う。

○構想策定には、行政・観光団体等の関係者が連携し、自転車が利用しやすい環境を整え、民間事業者の投資を促
す。

関係者が連携し持続可能な取り組みを支える

「推進体制」

利用環境を創出する

「ソフト整備」

各種事業展開には

「民間事業」を活用する

サイクルネットを構築する

「ハード整備」

富士山

○構想策定には検討委員会を設立する。また、施設整備を所管する担当者により作業部会を組織する。

検討委員会メンバー（案） 作業部会（案）
・外部アドバイザー ・警察
・観光関係団体等 ・国交省
・富士五湖周辺７市町村 ・富士五湖周辺７市町村
・警察 ・山梨県
・国交省
・山梨県
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山梨サイクルネット構想（富士北麓地域）の各種事業展開について

○想定するサイクルネット構想（富士北麓地域）の事業内容
・ユーザーレベルに応じた安全で快適なサイクリングネットワークの構築
・自転車持ち込みユーザーへの駐車場施設の整備、拡充
・休憩や観光スポット等拠点施設の整備、拡充
・案内誘導、注意喚起等サイン整備、路面標示等区画線整備、走行空間の構築
・レンタサイクルの充実、広域的なレンタサイクルシステムの構築
・サイクリングマップ、ホームページ等の情報発信
・事故や故障など緊急時のバックアップ体制の構築
・サイクルイベント等の誘致・・・・・等

サイン整備（奈良県）

区画線整備（宇都宮市） ２
秩父観光公社ＨＰ

サイクルステーション（宇都宮市）




